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 きょう、このような晴れがましい席をいろいろと

お世話くださった皆さんに感謝の意を表します。 

 韓日が新しい時代を迎えていることは確かですが、

さて、この新しい時代を私たちがどうのり越えてい

くかということを考えてみます。未来の在り方は常

に、突然あらわれるものではなくて、私たちが今日

持っている時代的なエートスというか、韓日の関係

における認識の仕方というものが、そのまま未来に

投影されていくものだと思っています。 

前時代の価値観が新しい時代によく適応すれば成

功し、その逆の場合は、いくら意志が強くても裏目

に出ることは明らかであります。 

その例として、私は、なぜ朝鮮が日本の植民地下

におかれたのかということからお話を始めたいと思

います。そのとき、韓国と日本が持っていた価値観、

国民的エートスというものを、その時代を代表する

２人の人物に焦点を当てて考えてみたいと思います。 

 

吉田松陰と安重根 

一人は、吉田松陰。一方、韓国側でとるというな

らば、もちろん安重根でしょう。その２人に共通す

ることは、ともに孟子のいった、「正しいと思うこと

に対しては1000万人といえども吾往かん」の言葉を

座右の銘としていたことでした。そして、両者が目

指したものは、当時のものより高い次元の体制でし

た。安重根にとっては朝鮮王朝でなくアジア全体で

あり、吉田松陰にとっては長州でなく日本全体だと

いう意味で、国民国家をつくる理念を考えています。 

さて、ここで「1000万人といえども吾往かん」と

申しましたが、どこへ行くのかということに問題の

焦点があります。 

吉田松陰は、日本の統一、新しい西洋の衝撃に対

する日本の国づくりを目指し、安重根は東洋平和、

いまでいうならば、さだめし北東アジア共同体とい

うものを考え、そこにおける東北アジア共栄体制を

どういう形で持っていくかということを頭に置いて

いました。吉田松陰ははっきりといっています。「い

ま、もうすでにロシア、欧米などの白人の国とは不

利な条約を結んでしまった。これはすんだものであ

るから仕方ない。その内容をよく守り彼等から信用

を得ることによって、くみやすい朝鮮と清をとって

いこう」と。もうすでにそのときから、征韓論は芽

生えていたと思えます。 

ちょうどその時代が、ご存じのように、19世紀末

から20世紀にかけて世界が帝国主義に走り、国民国

家をつくるのを目標としていました。当然、その当

時、理想的であった安重根の思想というものはだれ

にも受け入れられることはなかったようです。 

そして日本は、吉田松陰の願ったとおり、国民国

家になりました。その思想というものは、単なる一

人の思想家のものではなく、その時代の方向性を定

めていくものでした。 

話が少し固くなりましたので、わかりやすくいっ

てみます。一つの時代が終わるときに、必ずその時

代を代表する国民文学というものがあらわれてまい

ります。その当時の状態を書いた国民文学といえば、

さだめし司馬遼太郎さんを出していいだろうと思い

ます。 

彼はそのころ、日本の青年、指導者たちが、それ

こそかけるがごとく『坂の上の雲』を目指し日本の

栄光になった時点までを書いております。 

同時に、朝鮮にも国民文学があります。それは、『土

地』です。大地主が没落し、その過程で独立運動家

と民族反逆者が出る、その中でも民族の伝統を守り、

文化を支え、家門を守って行く主人公の話です。 

日本と朝鮮の生んだ志士たちの教養というものは、

『大学』にある文句だと思います。「身を修め、家を

斉え、政治をしくことによって天下が平和になる」

ということでした。しかし日本では、天下を日本全

体だけを考え、そのためには私をなくしていくもの

になります。 

日本では、漢字では書かれておりますが、恐らく

これは日本漢語だと思います。「滅私奉公」というキ

ャッチフレーズです。ところが、朝鮮では文字どお

り、自分個人、家門、国の問題と天下の問題を一つ

の水平線上に置いています。 

もっとわかりやすい例をとってみたいと思います。

たまたま司馬遼太郎さんの『花神』――これはどこ

までも小説です――の主人公の村田蔵六、いま靖国

神社の正面にある銅像の主人公大村益次郎の一生で
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す。私にとって印象的なのは、たまたま村田蔵六の

ところにおいねという女性が訪ねてきます。２人は

昔から仲がよかった、同じ屋根の下で寝るようにな

る。当然好きな者同士ですから、同じふとんに入る

だろうと、読者は期待しております。しかしそうで

はなく、村田蔵六は、おいねさんと自分のふとんの

間に屏風を張って、指一本ふれずに、一晩中オラン

ダの軍事学の本をよんだ。それで話が終わりです。 

司馬さんのいいたいことは、男女の愛というもの

は私事で、軍の司令官として、参謀総長ですが、公

の仕事で、軍事学の勉強をすることは公の仕事だか

ら、個人の愛情の問題は、一切無視するという――

実際そうだったかどうかはわかりませんが、とにか

くそうなっております。そこに司馬さんの美学があ

ったのではないか。あるいは国民国家をつくる日本

の指導者の心持ちではないかと思います。 

韓国のもう一つの例をとってみますと、日本語に

も翻訳されておりますが、『太白山脈』(趙廷来)の主

人公は、たまたまパルチザンとして、彼にとってみ

れば、公の仕事をするために山に入ってしまう。と

ころが、彼の母にとっては、息子が山の中に入るこ

とによって嫁との同衾ができない。子供を産むこと

ができない。お母さんにとっては、家系を維持する

ためには子供を産んでもらわなければいけない。当

然のことです。その願いを持って、自分の嫁の手を

引いて、パルチザンのいる山に行き、息子と会わせ

るという話です。 

これは韓国的な礼なんです。日本の礼と韓国の礼

の意味はちょいと違います。家系の祭祀を絶やさな

いということが 重要な礼の徳目です。しかしそれは

司馬さんの考えでいえば、私ごとであって、公のこ

とではないのです。 

日本語と韓国語は、昔は全く同じことだったと思

います。いま、皆さんが使っている日本語には漢字

語と大和言葉がありますね。それと同じように、韓

国語にも原韓国語、日本語でいうと大和言葉に相当

するものがあり、漢字語もあります。 

不思議なことに、韓国語に「サラン」という言葉

がありますが、それに該当する大和言葉がありませ

ん。「サラン」とは愛ということです。日本は「愛」

という漢字語がありますが、もちろん韓国にも「愛」

という漢字語があり、サランという原韓国語が別に

あるのです。なぜ日本人は「サラン」という言葉を

使わなかったのか。あっても、なぜなくしてしまっ

たのか。 

また逆のことをいえば、韓国語には「公」という

漢字語は日本と共通していますが、「おおやけ」に相

当する原韓国語はありません。これは偶然だったの

でしょうか?たまたま、いまいった「滅私奉公」の立

場では、自分の個人の愛というよりも、「公」を先に

出して、それが言葉の面でそういう形であらわれた

のではないか。韓国では、公というよりも愛という

ことをはっきり出している。この事に関する限り日

本語と韓国語はそれほど似ておりながらも全く反対

な考え方があるようです。まあ、私のよんだ範囲の

ことですが、日本人の心の原点である万葉集をみて

みても、そこには「愛」という言葉が出ていません。

「愛」に相当するものは「孤悲（こひ）」で、一人悲

しむものなのです。 

そして、その逆に、もう一つの世界があります。

万葉集には、「大君のみことかしこみ」の歌が多いの

が目につきます。公の手前、愛(サラン)をはっきり

とはいえず、孤悲でいく、日本的な思想です。 

私は、日本的な思想がそのまま、ほとんど現在で

もつづいているのではないだろうかと思っています。

そのような民族の考え方の違いが、今日でも韓国と

日本との間の摩擦の原因にもなり、さかのぼってみ

れば、植民地支配の悲劇にも通じると思います。 

 

「反日教育」の意味 

残念なことに、朝鮮は明らかに国民国家をつくる

のに失敗しました。それで、私たちは独立後、一番

最初にしなければならなかったことは、国民国家を

つくることでありました。それと同時に私たちのし

なければならなかったことは反日教育です。反日教

育というものは、単に日本に対する、過去の圧迫に

対する憎しみであるとか、反感であるとかというも

のだけでない。表面的には、もちろんその感情があ

ったことは否定しませんが、日本人はひどいことを

やったということだけで反日に走ったように見えま
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すが、何よりも私たちが一番願ったことは、国民国

家をつくり、近代国家の一員になっていくためには、

西洋の近代文化を自分の力で受け入れなければなら

ないということでありました。 

その当時、韓国に入っていた西洋文化すなわち近

代文化というものは、植民地時代に日本を通じて入

ってきたものなのです。日本から入って来るルート

を断絶しない限り、永遠に韓国の文化は日本の影響

下におかれるのではないかと怖れていました。 

私たちは反日教育をしながらも、韓国の伝統文化

が何であり、又それを通じて西洋近代の、あるいは

世界の文化を消化していこうと考えていました。反

日キャンペーンは必ずしも感情の問題だけではなく、

韓国人にとっての文化戦略でもあったわけです。 

そして、一世代を過ぎますと、明らかに韓国的な

文化の伝統を持つ、世界性のある作品があらわれて

きました。例えばミュンヘン・オリンピックの前夜

祭に作品が公演された尹伊桑(ユン・イサン)は韓国

の生んだ世界的な音楽家です。 

そのオペラの主題は韓国のパンソリ(唱劇)の主人

公沈清(シムチョン) でした。昔からある説話をモチ

ーフにして、韓国のにおいが濃い、世界性のあるオ

ペラを作曲しています。 

同じころだったと思います。日本では遠藤周作氏

が『沈黙』を通じてキリスト教の理解について語っ

ています。もちろんいろんな背景が設定されていま

すが、『沈黙』の思想は、生身の人間の苦しみ・悩み

を救うという。私は例えば親鸞上人が女犯をしたと

きと同じような考え方を感じました。 

それと同じモチーフで、韓国人の作家、リチャー

ド・キム(金恩国)は、これは始め英語で書かれたも

のですが、『殉教者』を発表します。ちょうど遠藤の

キリスト教とは正反対の解釈をしました。それは全

く韓国的なんです。それが世界的な話題になりまし

た。アメリカではピュリツァー賞を受け、ノーベル

賞をもらうのではないか、とまでいわれました。 

とにかく、そういうような、韓国的な伝統に基づ

いた、世界性がある芸術作品があらわれはじめまし

た。少なくとも私たちの何人かは、これで「韓国は

もう反日をそれほどしなくてもいいのではないか。

大丈夫だ、韓国人の世界性のある文化を発信できる

のだ」と思いました。 

当時、反日教育をするということは、韓国人にと

っても大きな矛盾でありました。はっきり申します

が、近代化ということは産業化社会をつくることで

あり、産業化社会というものは、韓国の伝統的な価

値観ではつくれず、一番手っ取り早いのは、日本的

な作業の仕方、日本的な組合のあり方、日本的な会

社、公に対する観念、そういうものをどんどん学び、

日本のことを勉強したのも事実です。 

ですから、一時は例えば小説「上杉鷹山」などは、

韓国大統領府、日本でいうと内閣総理府の役人たち

の必読書にもなりましたし、いろんな日本の組織の

よさ、日本人の公に対する忠誠さというものを韓国

人も理解しなくてはいけないと、遅まきながら、そ

れが韓国の産業化とともにあらわれてまいります。 

私たちは反日をしなければいけないといいながら

も、一方では日本の産業文化を再評価し、そのエー

トスも同時に受け入れなければいけない。 

それは当然、矛盾します。 

私は教育者として一番つらかったことは、若い人

たちに、「先生たちは、日本人はひどいというので、

頭に角が生えているとも思ったら全く違う。日本で

ホームステイしていると、日本人は礼儀正しく、秩

序があって、学ぶべきことが多かった。何だ、反日

とは」というような声も聞かされました。 

 

情報化社会は韓国に合う 

しかし、その矛盾を味わいながらも韓国は産業化

し、情報化社会に入りました。韓国人は自信を持つ

ようになります。それは日本にはない、韓国的なエ

ートス、また行動規範というものが情報化社会にぴ

ったり合ってきたのです。 

わかりやすい例をとっていいますと、昔、口の悪

い日本人が韓国人を冷やかすときに、韓国人は何で

も「ケンチャナヨ（構わない、の意）」という。いい

かげんな仕事をしておいて「ケンチャナヨ」とやる。

だから、韓国人は絶対に産業化社会はできないであ

ろう、しかし、実際、逆に考えてみれば、韓国人が

「ケンチャナヨ」といわなかったら生きていけなか
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った場合が多かった。３年に１度、外国からの侵略

があり、また韓国の地形と社会体制のあり方が、大

規模な水利灌漑施設をつくるのが非常に難しいのが

問題でした。 

例えば、濃尾平野にある、薩摩藩士がつくった水

利施設のような大規模な事業は到底できないように

なっております。 

 

「天水田」という生活の知恵 

どちらかといえば、韓国では普通いわれるのが「天

水田」です。雨水に頼って、雨が降れば田植えをし、

雨が降る前にそれを信じて準備しておくことをいう。

どちらかというと、あなた任せのようです。しかし、

それが韓国人の生活の知恵でもあり、生命力の根源

もそこにあるのではないかと思っております。雨が

降らなくてもケンチャナヨ、雨が降ってくれたらも

っとありがたい。機会があたえられば、それを最大

限利用して仕事をするというやり方なのです。 

いま、ソウルの漢江に潜水橋というのがあります。

恐らく、「潜水橋」という名前をつけた橋は韓国にし

かないだろうと思います。その由来は、もともと資

金が十分になかったものですから、橋桁の低い、「飛

び石」式のような考えで低い橋をつくる。それが洪

水になると当然使えませんから、そのときは何日か

我慢する。そのうちお金をもうけたときには、橋桁

の高い橋をその上につくる。それで十分にお金をも

うけた。今度はオリンピックでもやろうということ

になると、最初つくった橋桁の低い橋を太鼓橋の形

にして、遊覧船を通すのです。 

潜水橋は正に韓国人を象徴しております。韓国の

天候が非常に変わりやすいということと、集中豪雨

が多い、そういうこととあわせて、天水田を営んで

きた韓国の農民たちの知恵が、現代化過程にもあら

われてきた。特に変化の激しい情報社会にはぴった

りです。 

それからもう一つ、私は先ほどいいましたが、日

本の「大君のみことかしこみ」といいながら自分は

縮少させる。よく日本人は「縮み志向」であるとい

いますが、私は決してそうは思いません。日本は公

に対しては拡大しています。いつでも大きな仕事が

あれば「大君のみことかしこみ」で、一生懸命みん

なで力を集中し、そして自分の生活は極度に抑え、

孤悲、「孤り悲しむ」世界になるのが日本のいまでも

続いている文化のあり方ではないでしょうか。 

歴史的な例をとってみますと、例えば、古いとこ

ろでは、『日本書紀』に出ている話です。応神天皇の

時代に大きな船をつくって、カルノ(軽野)といいま

すか、その船が老朽化したときには、それを焼いて

塩をつくり、その塩を一かごずつ全国に配って、一

かごもらった者が、その恩として船を一そうずつ作

り、国に納めたという話です。そのやり方が、奈良

の東大寺の大仏をつくったときのそれではないでし

ょうか。そのときの天皇の言葉が残っております。 

私は天皇だから、力もある。人をいくらでも動員

できる。しかし、これは国民全体がやらなきゃいけ

ないんだ。そして国民は皆自分を極度に縮小させな

がら、自分の身分と、力に応じて大仏をつくるよう

にした。恐らく、戦艦大和をつくったのもそれだっ

たと思います。大和をつくった資金は、郵便貯金が

多く活用されたと聞いております。それは正式な国

家予算ではない。その時、国民が、庶民が、それこ

そ多くの人が苦しんで、あるいはからゆきさんにも

行き、その苦しみの中で金を集めて日本の軍事力を

大きくしたのです。 

ですから、私は、日本は決して縮んではいない。

個人は縮むが、それは大きなものに対する縮みであ

って、日本を軍事大国にしたのもそうでありました

し、それが司馬遼太郎さんの書いた日本人の心、明

治日本のリーダーたちの心の世界でもありました。 

さて、私はいま、韓国人は変わったといいました。

一番変わった原因は情報化時代であります。日本人

が「かしこ型」――賢いということは非常に日本的

な言葉です。あれは恐らく日本の古語、「かしり、呪

り」から出たと思っております。「かしり」という言

葉は神をかしこみ、神を恐れ、自分の分をきちんと

して生きてゆく、それが日本人の賢さではなかった

か。私は、日本人のキーワードとして「かしこ型」

の民族であるといってもいいのではないかと思って

おります。「かしこ」は 「縮小と拡大」と裏表の関

係にあります。 
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一方韓国の場合、天下と家門と個人を同一線上に

置いたときに、どういうキーワードが生まれたので

しょう。それは「人すなわち天(人乃天)」という思

想に落ちつきます。私がすべてである。ちょっと日

本人には考えられないかも知れません。19世紀末、

東学の農民革命運動のときのキャッチフレーズが、

「人はすなわち天である」。私たちは天である。 

それが、いみじくもいま情報化社会に入りまして、

コンピューターの前にすわって、インターネットを

操作しますと、まさに自分が全世界に発信できます。

ユビキタス(Ubiquitous)という新しい情報化時代の

文化に韓国人がぴったり合うようになってきました。

まだ多くの問題がありますが、確かに韓国は植民地

時代のコンプレックスから脱皮することができ、自

信を持つのは、何よりも情報化社会というものが韓

国人に合ってきたという事実です。 

そして、先ほどいいました韓国人の「天水田」、行

きあたりばったりのようですが、それはある意味で

いえば、ベンチャー農業だったのです。日本のよう

にきちんと水利事業をしなくても、天あるいは運を

信じるということが韓国人の生命力と一体化します。

まさにいま韓国人は自信を持ってまいりました。 

 

｢探しものは何ですか？」 

さて、これとは対照的に日本はその後、変わらな

かったのでしょうか。私は、韓国人が変わったのと

同じように、外からみていますので、随分変わって

きました。どのように変わってきたか。 

80年代だったでしょうか、韓国がオリンピックを

する前、日本でおかしな歌がはやりました。何かと

ぼけた調子で歌うんです。「探し物は何ですか？ 机

の中にはありません。かばんにもありません。探す

のを忘れたときに、ひょっと出てくる」と。 

あのとき、私は、日本人は経済成長を遂げると同

時に日本人の価値観に対する何か疑問を生じたので

はないのだろうかと、そういう感じを持ちました。 

昔、日本の女性は世界で一番といわれました。大

和撫子です。それは私の記憶するところによると、

バーナード・ショーのいった言葉だと思います。こ

れは男のエゴイズムかもしれませんが、男として一

番幸せになる第一の必要条件が日本の女性と結婚す

ることだと。 

なぜ日本の女性と結婚すれば幸福か。それは、夫

に対する献身の為でした。日本の男たちが自分の身

を捨てて滅私奉公をするとき、女性たちは、滅私奉

公をしていく男たちが誇りを持ち、国のために死に、

あるいは会社人間になって一生懸命はたらく夫にむ

しろ名誉を感じていたのです。 

そのような日本女性の考え方が徐々に変わったの

ではないか。 

具体的にいえば、日本にはすでに終身雇用もあり

ません。公につくしても公は面倒みてくれることも

ない。会社にも最後まで面倒をみてもらえることが

ない。伝統的な「御恩と奉公」で保てる社会ではあ

りません。そうなってくると、当然、女性の考え方

も変わってくると思います。 

これは韓国人とも関わることですから、ちょっと

紹介しておきます。広島に原爆が落ちた時、そこに

朝鮮王家出身の李王殿下が――陸軍中佐だったと思

います――参謀将校として広島の師団に勤務してい

ました。馬で出勤途中、原爆に遭って死んでしまい

ます。 

ところが、その人にはいつも侍従武官、日本のエ

リート将校が随行しており殿下と一緒に出勤をする

んですが、その日、彼はたまたま、痔があって馬に

のれませんでした。電車で直接師団に出勤をして原

爆に遭わず生き残ります。 

私にいわせれば、よかったな、一人でも助かった

から。しかし、その将校は、自分は殿下をお守りす

るのが役目であるのに、それができなかったことは

怠慢であり、私は義務を怠った責任をとるといって、

自分の妻に「死んでいく」とはっきりいって、腹を

切ります。朝鮮の王殿下に対する忠誠を日本武士の

伝統をもって果たしました。 

私がいいたいのはその後のことです。その奥さん

が、戦後「あなたは、自分のご主人がこうして死ん

でいったことをどう思いますか」とたずねられるや、

その答えは「私は誇らしいと思います。日本の軍人

としてすべきことをした」と。自分の夫が死ぬこと

が名誉であり誇らしい、それがすなわち日本の女性
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の生き方であったのです。 

乃木大将の奥さんは、「一緒に死のう」といわれて

一緒に死に、華岡青洲の奥さんは、ご主人がつくた

麻酔薬の実験台になり、目を失ったことに生きがい

を感じました。山内一豊の妻は夫のすることに絶対

の信頼を持ち、それについていく。それが日本の女

性、大和撫子の美徳であったという時代がありまし

た。どんなにつらくても夫のなすことについてゆく、

「比処に幸あり」の実践です。 

それが変わり始めたのです。「探し物は何です

か？」という言葉があらわれたすぐ後に、「定年離婚」

という言葉がはやりました。もう少し過ぎたら、自

分のご主人を「濡れ落ち葉」だというようになりま

した。これはおかしいな。これは女性だけがかわっ

たのではなくて、日本の社会が変わったことを意味

します。 

日本の社会が変わってくることは、孤悲に対する

考えが変わってきたとも言えましょう。自分一人で

思いこむ「孤悲」の思想が変わってきたということ

ではないでしょうか。自分だけ一人思いこむという

美学に対する疑問です。それは万葉集にある、景色

をみて「うらかなし」といった言葉、そういう叙情

性はともかくとして、それが本質的な人間の幸福に

つながるものか、と自問するようになったのではな

いでしょうか。 

私は、いまでも日本の女性が世界で一番すばらし

いと言われることを願っておりますし、日本の女性

と一緒でおられる皆さんを心から祝福したいと思い

ます。しかし日本もそのように変わってきたという

ことも事実です。 

韓国も変わってきました。先ほどいったように、

ケンチャナヨでやってきた天水田的思考、それがた

またま情報化社会になって、自分の性格に合うもの

になってきたときには、新しく自信感を持ち、韓国

的な近代国家をつくれるようになったと思います。 

 

ヨン様が受ける理由 

それらの事が一番的確にあらわれたのが、私は、

「韓流」だと思います。なぜ日本の女性にそれほど

多くヨン様ブームが起きたのでしょうか。日本の女

性はいままで、ご主人から、「私はあなたを愛してい

る」、「愛する」という言葉をまともに聞けなかった。

日本は孤悲の美学があり、男は愛していても「愛す

る」といってはいけない、「言挙げせじの国」であっ

たのです。 

私は日本の友人に「あなたは奥さんに愛するとい

う言葉をいったことはありますか」と問うたことが

あります。答えは「ない」でした。「結婚するときは

どうやってプロポーズをしたのか。愛するといわな

いで結婚は受け入れてくれたのか？」と聞くと「そ

んな重要なことを言葉であらわせるものか。目をみ

ていればみんなわかるんだ」とのことでした。しか

し、もうそういう社会ではないようですね。相手に

情報をはっきりつたえることが望ましい時代です。 

そして、本当に「探し物は何ですか？」を自問し、

自分の主人が濡れ落ち葉にみえてきたとき、ある日

突然「冬のソナタ」で美男の青年があらわれ、「愛し

ます。愛します」ということばを氾濫させるんです、

あの映画では。これはいままで別世界であったもの

が現実になって現われたのではないでしょうか。人

間として人を愛するということは非常に結構なこと

です。 

日本の女性に「冬ソナ」の中で一番気に入ったせ

りふは何かと聞いてみました。多くの方は、「あなた

が道を迷ったときにはポラリスをみなさい。北極星

をみなさい。私はあなたの北極星だ。私を頼れ」と

いうせりふだったといいます。前には「そういう言

葉をほとんど聞いたことがない」。ところが、韓国人

は、「私を信じろ」とか「私を愛せよ」ということば

を普通に使っています。 

10年前韓国が経済破綻になり、ＩＭＦで非常に苦

労し、多くの会社員たちが整理され首になったとき

があります。お父さんがすっかりしょげて家にかえ

ってきた。みんなどうにもならない。その頃はやっ

た童謡があります。子供が歌うんです。「お父さん、

元気を出してください、私がいるんです」。韓国人の

持っている家族のきずなといいましょうか、ある面

では家族の情、韓国人の持っているサランの強さが、

あのＩＭＦを屈伏させたのではないかと私は思って

います。 
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単なる「冬ソナ」を通じてではなく、韓流ブーム

を通じて、日本人のいままで持っていた考え方とは

違う世界があるということを漠然と感じたのではな

いでしょうか。このブームはいつ終わるかもしれま

せん。けれども、とにかく韓国人は大衆文化の開放

を通じて、日本人がいままで知らなかった社会を日

本に示し、また逆に、日本の映画などが韓国に入る

ことによって、韓国人には新しい考え方を芽生えさ

せました。 

 

「鉄道員（ぽっぽや）」の衝撃 

ご存じでしょうか、韓国人にとって一番人気があ

った日本の映画の一つは「鉄道員（ぽっぽや）」でし

た。あれは、新鮮な衝撃を韓国人に与えたと思いま

す。駅長の家族が死んだ、それにもかかわらず役目

があるから出勤していくのです。昔の韓国人はあん

なに不人情のやつがあるかというところを、そうじ

ゃないんだ、組織の仕事に誠意をつくすのは立派な

ことだと言うようになりました。お互いにいいとこ

ろを見出すようになってきたのです。 

日本人が韓流によって新しい世界を知ったように、

韓国人が日本人のそういう生き方をみて、いままで

とは違った別の世界を考えるようになったのではな

いでしょうか。 

ここで注目すべき事があります。この現象は韓日

が共通した体制すなわち民主主義と資本主義を持っ

ているからこそ可能になったのです。 

文化交流と申しますと、韓国と日本の文化が行き

来し、日本のものが韓国に入ってくる、私は、文化

交流の旗振りをしながら初め、そういうように単純

に考えていました。大衆文化が日本に入ってくるよ

うにしたときには、日本の人が直接韓国で作品をつ

くるとは思いませんでした。しかし、いま韓国でつ

くられています映画作品の約１０％は日本の原作で

す。韓国人が日本の持っている孤悲の世界、あるい

は古典的な能の世界、歌舞伎の世界などの形式美に

興味を持ちはじめ、いままで持っていた文化をより

広げる結果をえました。 

それを具体的いえば、こういうことがいえます。

日本の作品を原作として、俳優は中国人、その監督

を韓国人がするというような作品が出てきました。

新しい次元の交流現象です。 

そしてもう一つ、私たちが大衆文化に代表される

ような韓日交流だけではなく、日本あるいは韓国の

持っている価値までも高めるものだと信じておりま

す。 

私は政治のことについていう柄ではないし、また

資格もございませんが、しかし「亀の甲より年の功」

ともいいます。例えば６者会議において北を追い詰

めて行くのをみていますと、私の年配の者にとって

は、昔、日本がＡＢＣＤ包囲陣に追い詰められたと

きと同じじゃないかなと思ったりもします。どちら

がいいとかわるいとかいうのではなくて、力の構造

からみれば、そういう力学的なものがあらわれてい

るのではないかとも感じました。 

また一方では、日本の有力な政治家と、アメリカ

の政治家が非常に近寄っております。ブッシュさん

と小泉さんの関係なんかをみても、友情をみせびら

かしています。私たちが韓国でみていると、彼らは

何をやっているんだ、というような感じさえするく

らい密接な関係になっています。 

仲の好いのはまことに結構なことです。何もそれ

をうらやむことはございませんが、それをみていな

がら、韓国との関係が悪くなったり、また北朝鮮を

きつく追い詰めたりするのをみていますと、ちょう

どいまから 100 年前にあった、桂－タフトの密約を

つくったときの国際関係と同じようになってくるも

のと心配しております。果たして、そういうことが

あり得るのでしょうか。歴史は繰り返されるという

が、またここでその悪い歴史をもう一度繰り返すこ

とがありうるのでしょうか。 

私はいまから 10 年ぐらい前、戦後 50 年を総括す

る意味で、岩波書店と韓国のある組織と一緒に、戦

後50年は何か、日本はどうなるかということを論議

したことがあります。そのとき私が日本の代表の方

に質問したことは、今の日本は平和な良い国になっ

た。しかし、日本はかつては大正デモクラシーの時

代にも人権を尊び、非常にリベラルな方向に向かっ

ていった。それがある日突然、軍事国家になり、軍

国主義に走っていったことがある。果たしてそうい
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うことがこれからの日本にはないでしょうか、とい

うことです。 

 

一度あったことは二度ある？ 

日本の平和憲法もなくなりそうではないし、非核

の原則を守っておられる、日本は人権を尊び、リベ

ラルであり、絶対そういうことがありえないと思う

けれども、昔そうしたことがあったから、一度した

ことは二度あり得るといいます。1995年今日の日本

の平和志向とリベラルなもの本質は何であるのか、

と聞いたのです。 

そのとき、多く日本の方々は、そんなことはない

であろう、もう時世も全然違っている、ということ

でした。その後10年過ぎた今日、急に、もちろん国

際状況の変化や北朝鮮のやったこともあります。日

本はそのままの状態ではおれないという気持ちもわ

かるような気がします。これからは「普通の国」な

んだという大義名分で日本は変わったようですが、

果たして、私が10年前心配したことがいま出てきた

のではないか、というような思いなきにしもあらず

です。 

しかし、私は、いまの日本は、基本的に、そのと

きとは違っていると思っています。何で私は韓国と

日本の未来を信じることができるか。いま、日本が

こういう流れになっていても、右翼化していくとか、

憲法が変わるとかなんとかいっても、それでも日本

を信じることができるか。そうなんです。信じてい

ます。 

先程申し上げたように何よりも民主、資本主義を

通じて自由、人権という価値を共有するからです。 

それは、昨年、韓国と日本を往来した人の数が300

万人台から、ことしは 400 万人となろうといわれま

すし、来年には 500 万人になるとも考えられていま

す。それにも増してインターネットによる往来があ

ります。 

一番重要なことは、皇室のあり方です。一般の日

本の方がどう思うか知りませんが、冷静に戦後日本

の皇室のとってきた韓日問題に対する態度をみてい

ますと、はっきりした流れを感じ取ることができま

す。 

先ず昭和天皇のご在世のとき、宮中晩餐会で韓国

大統領を前にして、天皇は、明らかに日本の古代国

家成立において、韓半島から文化の恩恵をこうむり

ました。あなたの国は私たちの国にとって恩人の国

であるということを、正式におっしゃられました。 

２００２年には、私たちが韓日の歴史で初めて、

世界的な共同イベントを共催しました。すなわちサ

ッカー・ワールドカップの共催です。かつて日本と

韓国とは、そんなことをしたことがありませんでし

た。全世界の人の前で両者が手を取り合って一緒に

なりました。 

その折りに、平成天皇は「私の血には百済武寧王

の血が流れている」という趣旨のゆかり宣言をなさ

れました。 

そして、そのすぐ後、確か三笠宮だったと記憶し

ておりますが、昔の百済の故地の公州、『日本書紀』

に書かれている久麻那利の地にある武寧王のお墓へ、

日本の神道にのっとってお墓参りをなさりました。 

その意味はあまり古い事で、恐らくほとんどの人

が気がついておられないかも知れません。日本と韓

国の分かれの原罪を作った、互いに憎しみ合った出

発点は、663年の白村江の戦いです。それ以前は、そ

れこそ昭和天皇のおっしゃられたように、飛鳥王朝

を築き、半島の文化を渡来させ、そうしたいい仲で

あったのが、極端に仲悪くなったのは、韓国語でい

うと「白江（ベッカン）」です、日本語でいうと「ハ

クスキノエ(白村江)」です。そのときに百済と大和

軍は連合しました。大和軍の出兵した数は３万2000

名です。海軍が２万5000、陸軍が7000です。それが

新羅と唐の連合軍によって完敗してしまいました。

そのときの記事を書いた『日本書紀』の一番最後の

ところに、こういう一文がございます。「今日で百済

の名もついぬ、ふるさとのわが先祖のお墓をいかに

して再びお参りすることができようか」。そのふるさ

との地は、ほかでもありません、いま忠清道、武寧

王のお墓のある熊津（クマナリ）です。それを2002

年天皇家の重要な方がわざわざ行ってお参りをなさ

っているんですね。韓国式で表わすと「1400年の恨

が晴れた」のです。 

それこそ、いまから1400年前、恨みを含んで日本
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に渡った亡命人たちの願いの一部がかなえられるよ

うになったのではないかと思います。私のオーバー

な表現かもしれませんが。 

 

アジア・ルネッサンス 

そして、このたび靖国神社の問題が大きくクロー

ズアップされたとき、昭和天皇のメモが出ました。

明らかに天皇家の一連の流れは、何とかして韓国と

日本を、一つの兄弟国であった昔のようなものにし

たい、それが私のいう｢アジア・ルネッサンス」です。 

韓日文化交流会議、韓国側では私が代表をしてお

りますし日本側では平山郁夫先生が座長でおられま

す。それを初めて開いたときに、平山先生のおっし

ゃったことは、我々に強い印象を残しました。「私は

何とかして平壌にある高句麗の古墳の壁画をユネス

コの文化遺産に指定する。それが世界の平和と両国

の友情につながる」と。彼は「これを文化交流会議

の一つの仕事として、議題として通しましょう」と

提案しました。これは非常に象徴的なことでした。 

ご存じのように、北朝鮮は国際的に全然信用がな

い。ああいう国ですから、彼らが主導し、それをユ

ネスコ遺産に指定することはできません。かといっ

て、南にいる私達にとって、北朝鮮にあるものをユ

ネスコの文化遺産に指定しようと運動することは、

現実的には到底考えられません。そこを第三者であ

る日本の代表が自由に南と北を行き来しながら、ユ

ネスコの世界文化遺産に指定することに奔走し、あ

りがたいことに2004年、文化遺産に指定されました。 

それは単なる文化遺産の問題ではなく、文化遺産

に指定されることによって、その一帯にある軍事施

設がなくなるんです。平山さんは金正日に対して「非

武装地帯にすることを約束できるか」とはっきり聞

いたそうです。文化遺産に指定された場合には、あ

そこがちょうど高射砲の陣地だったそうですが、そ

れを全部なくすというのです。それだけでも非常に

緊張緩和になったと思います。そして、それを全世

界に公開しなければならない。 

それは平山さん個人のなさったことですが、私達

はそれをあえて韓日の両方の文化会議がお互いに力

を合わせたというように受け止め、誇らしいことと

思っています。 

 

休戦地帯を世界の自然遺産に 

また、その最初の会議の際、私はそれにつけ加え

ていいましたことは、「それならば、ついでといって

はおかしいのですが、韓半島を東西に橫切る、非武

装地帯（南北各２ｋｍ）と民間人統制区域を合わせ

て幅約１０kmの休戦地帯、ここの自然は半世紀以上

そのまま放置されており、自然の生態系を研究する

うえでも非常に貴重なものです。それを世界の自然

遺産に登録していくように努力をしたい。一緒にし

ましょう。そして、そこへ日本にある広島平和記念

資料館、あるいはソウル郊外にある独立紀念館、あ

るいは中国にある南京虐殺紀念館（侵華日軍南京大

屠殺遇難同胞紀念館）、ああいうものをそこに建てて、

いかに人間の愚行、愚かな考えが世界に不幸をもた

らしたかということを知らせよう。また日本による

強制労働によって死んだ無縁仏がある。それらの墓

地をそこに造ってあげたい」と。そのように韓半島

の統一、平和に寄与することが私たちの文化交流の

一番の目的です。 

日本は特殊な文化をもつといった人はハンチント

ンです。「日本は一つの独立した文明圏でありながら、

世界に発信するものがない。それゆえにこれは特殊

なものだ」と。それ以前、すでにトインビーが同じ

ようなことをいっています。韓国と日本、それぞれ

中国とは異なる独立した文明圏であるけれども、世

界に発信する普遍性がない。それゆえにこれらは「準

文明圏」だ、と。 

それがいま、韓国と日本の積極的な文化交流によ

って、準文明圏でなくて、一つの大文明圏になり得

るのではないか。今日、韓日が連動しながら変わっ

てゆき、その方向を示めしてゆけるようになるのが

私たち文化交流会議の願っていることです。 

今までお話して来た事を要約しますと、韓日はそ

れぞれ固有の文化をもちつづけてきました。しかし

その基調を維持したまま大きく変わろうとしていま

す。正にこの時点で両者は共により普遍的な方向に

文明の舵を取るべきものと思っています。 
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質 疑 応 答 

 

質問 先生は『韓国人と日本人』という本の中で、

韓国人と日本人の違いを述べておられるんですが、

北朝鮮は韓国と民族的には極めて似ているのであろ

うにもかかわらず、なぜこうなってしまったのか？

いつの日か、いまの韓国と同一の歩調を歩むことに

なるのか？  

 

金 いま、日本と韓国の間で一番救われているのは、

私たちが同じ体制に入っているということです。民

主主義、資本主義であって、俗なことばでいえば、｢同

じ釜の飯を食う仲｣になったということです。それは

両者をともに益することになる文化圏をつくること

ができます。 

北のことを申しますと、北は全然近代化をしてお

りません。朝鮮王朝のそのままですが、悪いことに

はずっと圧政的です。私たちは幸いにして、民主主

義を選択することによって、日本とともに歩み寄る

ことができました。しかし、朝鮮民主主義人民共和

国の体制は朝鮮王朝時代より悪い形でそのまま残っ

ています。 

そのことを具体的に申しますと、朝鮮王朝も金日

成王朝も同じ鎖国と世襲体制です。それから、外国

製の思想を自国化しています。朝鮮王朝は、中国の

朱子学をもってきて朝鮮朱子学とし、北朝鮮はマル

クス・レーニン主義を持ってきて「主体思想」とし

ています。その中核にあるものは、朝鮮王朝時代は

両班（ヤンバン）であり、北では（朝鮮労働党）党

員です。反対派を弾圧する口実も、朝鮮王朝時代は、

斯文乱賊、正しい文明を否定するというものだとい

う。いま北朝鮮では、反動ですね、そういう名目で、

家族、姻戚を全部抹殺してしまう滅五族と粛正、そ

のやり方が朝鮮王朝のそのままです。いかに近代化

を通じて同じ体制を共有することが大事だというこ

とがわかります。 

私、これを考えるたびに思うのは、朝鮮通信使の

ことです。両者の間に非常に多くの肯定的な交流が

ありました。しかし、朝鮮王朝と日本の幕府の体制

は完全に違っていたために、交流をすればするほど、

反対なものが目につくのです。それが侮蔑の対象と

なります。 

だから、新井白石がこういっています。「朝鮮人は

文の国で、武は何も知らない。いつもことあるたび

に文をいい出す。あんなのとつき合うのは日本人の

恥であるから、交流はないようにしてしまえ」と。 

そうなんですね、私はいま、日本と韓国で一緒に

大きな文明圏を作り上げるようにしたいと言いまし

た。晩年の司馬遼太郎さんも、「私はこれ以上はもう

書けない」といっていました。日本が坂の上の頂点

に上がった時、これ以上、私は書くことがない。そ

れは何か。これ以上書くのは、日本人が傲慢になっ

て、日本が没落する、その過程を書かなきゃいけな

いという意味だったと思います。 

しかし、その当時ですら、すでに夏目漱石は『三

四郎』でいっていますね。三四郎が「先生、日本は

これから(日露戦争に勝って)、発展して行きます」

といった時、「いや、違うよ。日本は滅びるよ」とは

っきりいっていますね。 

また、ラフカディオ・ハーン、あの人はアイルラ

ンド人ですが、世界的な目でみた場合、日本に普遍

思想がない。それ故に、力を効率的に集め栄光を得

たのかもしれないが、このままでいったら日本は不

幸になる、と言っています。 

日本が成功する理由の中に没落する理由も同時に

入っている、ということを、私はいってきました。

朝鮮もそうです。朝鮮王朝の、かつて 500 年間続い

た王朝というものは、相当の文化を持ち、それなり

にハングル創製に象徴される最初の 200 年の間は非

常に効率的に機能しました。しかし、その機能がか

えって制度疲労を起こし、頂点を越すとどうにもな

らないような事になったのです。 

特に「東方礼義之国」の思想は秀吉や清の侵略を

受けながらも軍備を拒みつづけました。「武」と「礼」

は相反する思想だからです。 

私たちは、韓国と日本の間の交流によって、よく

も悪しくもそれをお互いに言い合うことができます。

不幸にして、北朝鮮はそれがありません。 

 

質問 よくわかる部分もあるんですけど、しかし、
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いまの北朝鮮は、70～80年前、あるいは100年前の

日本と極めて似ているようなところがあるんですね。

それをみると、一つの円、あるいは波といってもい

いでしょうけれども、韓国と日本とが半周遅れ、韓

国と北朝鮮がまた半周遅れ･･･そうすると、波の形は、

日本と北朝鮮が非常に似ているというような感じを

ちらっと受けたんです。 

 

金 ちょいと私の説明が足りなかったと思います。

私が北を日本になぞったのは、1941年、真珠湾を攻

撃する直前に、アメリカがＡＢＣＤ包囲陣をしいた

のです。経済封鎖をしてしまいました。その事は明

らかに、そのときの天皇の大詔、みことのりです。

宣戦布告の文に書いてあります、「豈これ、朕が志な

らんや」。私はどうにもならない。戦争をしたくはな

い。しかし、ここまで追い詰められたんなら、仕方

がないじゃないか、ということをおっしゃられてい

る。 

それがいま、私たちは北朝鮮に向けて圧力をかけ

ていますが、そのような状態になっては困る。そう

ならないようにするのが、いま現在、一番近い韓国

と日本との間で知恵を絞って、そういうような危機

から脱し、それは私の願いですけど、スムーズに体

制交代ができるようにと……。弾圧的な体制がある

かぎり、折角推し進め統一になったときの結果はど

うなるのかなということを心配しています。 

 

質問 先生はいろんなことをおっしゃって、文化人

として、日本の立場にも配慮し、韓国、北朝鮮のあ

り方にも配慮していっておられるけれども、結局は

ナショナリズムという世界の中で、先生がおっしゃ

っておられることは、朝鮮半島に住んでおられる、

北も南も含めての皆さんの歴史を積み重ねてきたす

ばらしさであるとか、日本には文化を教えてやった

のであるとか、ということも含めて、中国に対して

も、それも含めて、要するにそういうことを確立す

るためには、朝鮮半島が自立し、力を持ち、尊厳を

持ちということをおっしゃっておられるのではない

かと私は思うんですが。 

 

金 ありがとうございます。よいご指摘でございま

す。私は明らかに韓国人であります。私は東京で生

まれました。日本を日本のだれよりも愛していると

思います。私は東京生まれの韓国人として生き、そ

して、死ぬときは、だれかの話をもじっていえば東

北アジア人として死にたいと思っています。 

これはミッテランのいったことなんですが、自分

の国、自分の文化に対する理解が人に誤解されてい

るときには、それに対する説明は十分やると思いま

すが、私が｢ひいきのひき倒し｣になったとは思いま

せん。 

私はいまでもはっきりといいますが、北朝鮮の体

制は必ず長続きはしません。長続きしないで崩れた

ときにどうするか、という問題については、戦争が

起きた場合、一番ひどい目に遭うのは韓国です。原

子爆弾を落とす必要もない。いま、北の前線には約

8000基の長距離砲が置いてあるといいますから、一

斉にドンとやれば、韓国の原子力発電所にも落ちる

ことは明らかでありますし、韓国は焦土化してしま

う。 

何とか戦争をしないで、平和を保ちながら、どう

して文化的な空気を入れるか、温かい空気を入れる

かということです。私の理想は、韓国は強い国にな

っても軍事大国にはならない。韓半島が永世中立国

として統一されること̶--私はいまでも永世中立を

祈っております。これは６者会議というものを通じ

ざるを得ない、ちょうど数学でいえば、６元連立方

程式を解くようなもので、実際に答えはないかもし

れない。 

しかし、その答えは、韓国と日本を、普遍性のあ

る文明圏に高めるよう協力する。周辺諸国から信頼

され、十分に平和を保っていけるようにしたい。そ

れは何か。周辺諸国からの祝福と理解を得ることの

できる状態にする。そのため私は韓半島の永世中立

化を主張しております。 

 

質問 私自身は、日本と韓国は外交のパートナーと

して二人三脚で、国際政治あるいは国際経済の中で

いろんな共同の取組みをやっていけばいいと思って

おります。一時は、日本に小渕首相がいて、韓国に
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金大中大統領がいて、さらに中国は、そのときは朱

鎔基首相だったんですけれども、そのときには二国

間あるいは三国間でいろんな可能性が出てくると思

った時代がついこの間まであったんです。いまは全

然違う状態になっているんですが、基本的には、日

本は韓国といい関係を組んで、いろんなことにチャ

レンジしていけると思うのです。アジアで日韓がや

っていく課題について何かお考えはありますか？ 

 

金 先ほど、韓国の実状を理解していただくために、

つい日韓の共通でない部分を強調したのかもしれま

せん。しかし共通の要素が何もないように思われる

のは心外で、両者の言語の体系は全く同じです。そ

れから、稲作地帯、モンスーン地帯で稲作をやって

きた稲作文化的な思想を持っております。それを私

たちが拡げ、その基盤のうえで高い次元の文化をつ

くり上げるのです。さっきいった大衆文化をお互い

に理解し始めたというのも、それなりに理解できる

要素が、表面的には違ったように見える中に多くあ

るものだと思っています。 

そのために、私は、何がどうあっても、日韓の民

間の交流はもっと緊密になってほしい。私はこのこ

とをはっきりいいたいと思います。政権と国家と民

族と文明とは次元が違うものであり、政権はあした

にでも変わるものです。いみじくもおっしゃられた

ように、金大中大統領と小渕首相の時代には非常に

希望が持てました。いま、少し荒れてはいますけれ

ども、そういう時代はまたすぐ来るだろうと思いま

す。私たちは同じ体制にあり、心情的に理解できる

立場にあるということ。 

そして、日本の本当の主流である、先ほどいった

ように、天皇家の意思もはっきりしていると……。

いつか天皇が直接クマナリに行かれる日もあるだろ

うということを願っております。 

 

質問 私、10年ぶりで韓国へ行きまして、韓国の通

貨危機以降の発展ぶりにも非常に感銘したんですが、

韓国の人たちと話していると、どっちが韓国人で、

どっちが日本人かわからない。全く同根であるとい

うことと、経済体制も政治体制も共通している。で

すから、兄弟国だなという感じを非常に深めたんで

す。それで「チャングムの誓い」がヒットしている

んですが、チャングムのは一種の儒教の考え方です

ね。つまり、日本が失いつつあるものが、韓国では

随分根づいているんじゃないかと思うんですが･･･。

それから、韓国の人たちは、中国と日本のどちらが

近いと感じるのかを教えていただきたい。 

 

金 いま先生のおっしゃられたように、市民同士、

市と市、中央政権でなくて地域自治体との交流とい

うのが非常に大切だと思います。 

それから、中国と韓国の関係で申しますと、人種

的ＤＮＡからいえば、中国の東北三省の人々―満州

族と韓国人はずっと近いはずです。しかし彼らは儒

教的要素が濃く、文字やことばの上から違います。

基本的に違うのは、満州族の人々は漢字を入れてい

なかったということです。日本は漢字を受け取り自

国化させております。ですから、日本と韓国の間は、

同じ漢字文化圏であるということはいえますが、昔

の東北三省は全然違います。 

そしてまたもう一つは、私たちの主流は満州族の

出身だと思います。もともとは民族移動の過程で韓

半島に進出し、そしてその一部が日本に渡ったと信

じております。ですから、人種的には満州族とは近

い。しかし文明的には全然別な稲作中心だったと思

っております。これは韓国人にとって矛盾なんです

が、民族のふるさとは、いまは白頭山（ペットゥサ

ン）といいますが、あのあたりから発生して南に来

たものだと思います。 

なんだかノスタルジックなものですけれども、そ

ういうものに対する懐かしさとか、それに近いもの

はあります。しかし文化的には全然違うものと思っ

ております。 

中国と韓半島の話が出ましたが、韓半島は、先ほ

ど、民族としての自尊心、自主精神だとかナショナ

リズムということをいわれましたけれども、韓国人

のナショナリズムには、中国の本土よりも本式の儒

教をやったという文化的な自尊心がありました。お

まえたち(中国人)は、ときによっては儒教を間違え

たやり方でやるけど、私たちは本式の儒教をやって
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いる。 

ですから、いまでも中国から、昔の古い儒教の儀

式の仕方であるとか、おかしなことなんですけど、

それを習いに韓国に来るんです。韓国は小さな国で

あったが、非常に密度の濃い、純粋な儒教国家にな

ってしまい、その分だけ中国とは違う。言葉は完全

に違います。言語的、情緒的な面だけで言えば勿論

日本人の方がずうっと近く親しいのかも知れません。

文責：編集部 

 

〔講演者注〕ここでお話しした「同根」については、

日本が植民地支配を進める過程で「内鮮一体」や「皇

民化教育」の背景となった「日鮮同祖論」とはまっ

たく異なる21世紀的概念であることを確認したいと

思います。 

 

 


